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この度は、NTSCマトリクススイッチャ－・MMVシリーズ「MMV-402」をお買い上げいただきまして誠にありがとうご

ざいます。 「MMV-402」は低価格ながら高い品質を持っています。 本製品の性能を十分に引き出してご活用

いただくために、ご使用前に必ずこの「取扱説明書」をお読みください。 

また、お読みになった後は、本製品近くの見やすい場所に保管してください。 
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ごごごご使用使用使用使用のののの前前前前にににに必必必必ずおずおずおずお読読読読みくださいみくださいみくださいみください    

安全上安全上安全上安全上のごのごのごのご注意注意注意注意    

この取扱説明書には、お客様や他の人への危害や損害を未然に防ぎ、製品を安全に正しくお使いいただく

ために、重要な内容を記載しています。 

次の内容（表示・図記号）を良く理解してから本文をお読みになり、記載事項をお守りください。 

 

「「「「警告警告警告警告」、「」、「」、「」、「注意注意注意注意」、「」、「」、「」、「記号記号記号記号」」」」のののの意味意味意味意味    

    

表表表表    示示示示    表示表示表示表示のののの意味意味意味意味    

 

この表示を無視して誤った取扱をすると、人が死亡または重症を負う可能性

が想定される内容を示します 

 

この表示を無視して誤った取扱をすると、人が障害を負ったり、物的損害の発

生が想定される内容を示します 

    

図記号図記号図記号図記号    図記号図記号図記号図記号のののの意味意味意味意味    記号例記号例記号例記号例    

 

注注注注    意意意意    

この記号は、警告・注意を促すことを告げるものです。図の中に具体的

な注意内容が描かれています。  

感電注意感電注意感電注意感電注意    

 

禁禁禁禁    止止止止    

この記号は、禁止行為であることを告げるものです。図の中に具体的な

禁止内容が描かれています。  

分解禁止分解禁止分解禁止分解禁止    

 

指指指指    示示示示    

この記号は、行為を強要したり指示したりする内容を告げるものです。

図の中に具体的な指示内容が描かれています。  

プラグプラグプラグプラグをををを抜抜抜抜くくくく    
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警告 

    

指指指指    示示示示    

・・・・据付工事据付工事据付工事据付工事についてについてについてについて    
技術・技能を有する専門業者が据付けを行うことを前

提に販売されているものです。据付け・取付けは必ず

工事専門業者または当社営業部に問い合わせ下さ

い。火災・感電・けが・器物破損の原因になります。 

    

指指指指    示示示示    

・・・・電源電源電源電源プラグプラグプラグプラグはははは、、、、コンセントコンセントコンセントコンセントからからからから抜抜抜抜きやきやきやきや
すいようにすいようにすいようにすいように設置設置設置設置するするするする    
万一の異常や故障のときや長時間使用しないとき

などに役立ちます。    

    

指指指指    示示示示    

・・・・電源電源電源電源プラグプラグプラグプラグはははは指定電源電圧指定電源電圧指定電源電圧指定電源電圧ののののコンセントコンセントコンセントコンセント
にににに根元根元根元根元までまでまでまで確実確実確実確実にににに差差差差しししし込込込込むむむむ    
差し込み方が悪いと、発熱によって火災・感電の原因

になります。傷んだ電源プラグ、緩んだコンセントは使

用しないでください。    

 

プラプラプラプラググググをををを抜抜抜抜くくくく    

・・・・煙煙煙煙がががが出出出出ているているているている、、、、異音異音異音異音、、、、異臭異臭異臭異臭がするときがするときがするときがするとき
はははは、、、、すぐにすぐにすぐにすぐに電源電源電源電源プラグプラグプラグプラグををををコンセントコンセントコンセントコンセントからからからから
抜抜抜抜くくくく    
そのまま使用をすると、火災・感電の原因になりま
す。煙が出なくなるのを確認し、当社営業部に問い
合わせ下さい。    

 

プラグプラグプラグプラグをををを抜抜抜抜くくくく    

・・・・落落落落としたりとしたりとしたりとしたり、、、、キャビネットキャビネットキャビネットキャビネットをををを破損破損破損破損したりしたしたりしたしたりしたしたりした
ときはときはときはときは、、、、すぐにすぐにすぐにすぐに電源電源電源電源プラグプラグプラグプラグををををコンセントコンセントコンセントコンセントかかかか
らららら抜抜抜抜くくくく    
そのまま使用すると、火災・感電・けがの原因となりま

す。点検・修理については当社営業部に問い合わせ下

さい。 

 

プラグプラグプラグプラグをををを抜抜抜抜くくくく    

・・・・内部内部内部内部にににに水水水水やややや異物異物異物異物がはいったらがはいったらがはいったらがはいったら、、、、すぐにすぐにすぐにすぐに
電源電源電源電源プラグプラグプラグプラグををををコンセントコンセントコンセントコンセントからからからから抜抜抜抜くくくく    
そのまま使用すると、火災・感電の原因になります。

点検・修理については当社営業部に問い合わせ下

さい。    

    

禁禁禁禁    止止止止    

・・・・不安定不安定不安定不安定なななな場所場所場所場所にににに置置置置かないかないかないかない    
水平で安定したところに設置してください。本体が落

下・転倒してけがの原因になります。     

禁禁禁禁    止止止止    

・・・・振動振動振動振動のあるのあるのあるのある場所場所場所場所にににに置置置置かないかないかないかない    
振動で本体が移動・転倒し、けがの原因になりま

す。    

 

分解禁止分解禁止分解禁止分解禁止 

・・・・修理修理修理修理・・・・改造改造改造改造・・・・分解分解分解分解はしないはしないはしないはしない    
内部には電圧の高い部分があり、感電・火災の原因に

なります。内部の点検・調整及び修理は当社営業部に

問い合わせ下さい。 

    

禁禁禁禁    止止止止 

・・・・異物異物異物異物をいれないをいれないをいれないをいれない    
通風孔などから金属類や紙などの燃えやすいものが

内部に入った場合、火災・感電の原因になります。    

    

禁禁禁禁    止止止止 

・・・・電源電源電源電源コードコードコードコード・・・・電源電源電源電源プラグプラグプラグプラグはははは    
・・・・傷傷傷傷つけたりつけたりつけたりつけたり、、、、延長延長延長延長するなどするなどするなどするなど加工加工加工加工したりしたりしたりしたり、、、、過熱過熱過熱過熱したりしたりしたりしたり

しないしないしないしない    

・・・・引引引引っっっっ張張張張ったりったりったりったり、、、、重重重重いものをいものをいものをいものを乗乗乗乗せたりせたりせたりせたり、、、、はさんだりしなはさんだりしなはさんだりしなはさんだりしな

いいいい    

・・・・無理無理無理無理にににに曲曲曲曲げたりげたりげたりげたり、、、、ねじったりねじったりねじったりねじったり、、、、束束束束ねたりしないねたりしないねたりしないねたりしない    

そのまま使用すると、火災･感電の原因になります。

電源コード・電源プラグが傷んだら当社営業部に問

い合わせ下さい。 

    

接触禁止接触禁止接触禁止接触禁止    

・・・・雷雷雷雷がががが鳴鳴鳴鳴りりりり出出出出したらしたらしたらしたら電源電源電源電源コードコードコードコードやややや LANLANLANLAN ケーケーケーケー
ブルブルブルブル、、、、本体本体本体本体などにはなどにはなどにはなどには触触触触れないれないれないれない    
感電の原因になります。        

指指指指    示示示示    

・・・・電源電源電源電源プラグプラグプラグプラグのほこりなどはのほこりなどはのほこりなどはのほこりなどは定期的定期的定期的定期的にとにとにとにと
るるるる    
電源プラグの絶縁低下によって、火災の原因になり

ます。    
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注意 

    

禁禁禁禁    止止止止    

・・・・温度温度温度温度のののの高高高高いいいい場所場所場所場所にににに置置置置かないかないかないかない    
直射日光が当たる場所や温度の高い場所に置くと火災

の原因になります。        

禁禁禁禁    止止止止    

・・・・湿気湿気湿気湿気・・・・油煙油煙油煙油煙・・・・ほこりのほこりのほこりのほこりの多多多多いいいい場所場所場所場所にににに置置置置かかかか
ないないないない    
加湿器のそばやほこりの多い場所などに置くと、

火災・感電の原因になります。    

    

禁禁禁禁    止止止止    

・ 通風孔通風孔通風孔通風孔をふさがないをふさがないをふさがないをふさがない    
通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、火災や故障の原

因になります。    

    

禁禁禁禁    止止止止    

・・・・機器機器機器機器のののの上上上上にににに重重重重いものをいものをいものをいものを置置置置かないかないかないかない    
倒れたり落ちたりしてけがの原因になります。 

    

禁禁禁禁    止止止止    

・・・・本体付属本体付属本体付属本体付属のののの ACACACAC アダプタアダプタアダプタアダプタまたはまたはまたはまたは、、、、電源電源電源電源
コードコードコードコード以外以外以外以外のものはのものはのものはのものは使用使用使用使用ししししなななないいいい    
不適合により、火災や感電の原因になります。本

体付属の AC アダプタまたは、電源コードは 100V

系国内専用です。海外など 200V 系でご使用にな

る場合は、当社営業部に問い合わせ下さい。    

    

禁禁禁禁    止止止止    

・・・・コンセントコンセントコンセントコンセントやややや配線器具配線器具配線器具配線器具のののの定格定格定格定格をををを超超超超えるえるえるえる使使使使
いいいい方方方方はしないはしないはしないはしない    
タコ足配線はしないでください。火災・感電の原因にな

ります。    
    

ぬれぬれぬれぬれ手禁止手禁止手禁止手禁止    

    

・・・・ぬれたぬれたぬれたぬれた手手手手でででで電源電源電源電源プラグプラグプラグプラグをををを抜抜抜抜きききき差差差差しししししししし
ないないないない    
感電の原因になります。    

 

プラグプラグプラグプラグをををを抜抜抜抜くくくく    

・・・・長時長時長時長時間使用間使用間使用間使用しないときはしないときはしないときはしないときは、、、、安全安全安全安全のためのためのためのため電電電電
源源源源プラグプラグプラグプラグををををコンセントコンセントコンセントコンセントからからからから抜抜抜抜くくくく    
万一故障したとき、火災の原因になります。        

指指指指    示示示示    

・・・・使用温度使用温度使用温度使用温度////湿度範囲湿度範囲湿度範囲湿度範囲、、、、保存温度保存温度保存温度保存温度////湿湿湿湿
度範囲度範囲度範囲度範囲をををを守守守守るるるる    
範囲を超えて使用を続けた場合、火災や感電の原

因になります。    

    

指指指指    示示示示    

・・・・他他他他のののの機器機器機器機器とととと接続接続接続接続するときはするときはするときはするときは、、、、接続接続接続接続するするするする機機機機
器器器器のののの電源電源電源電源をををを切切切切るるるる    
火災や感電の原因になります。     

プラグプラグプラグプラグをををを抜抜抜抜くくくく    

・・・・おおおお手入手入手入手入れのときはれのときはれのときはれのときは、、、、電源電源電源電源プラグプラグプラグプラグををををコンコンコンコン
セントセントセントセントからからからから抜抜抜抜くくくく    
感電の原因になります。    

 

設置設置設置設置についてのおについてのおについてのおについてのお願願願願いいいい    

・・・・ラックマウントラックマウントラックマウントラックマウント製品製品製品製品のののの場合場合場合場合    

    

指指指指    示示示示 

EIA 相当のラックにマウントしてください。その際には上下に空冷のための隙間を空けるよう考慮してください。また、安全性を

高めるため前面のマウント金具と併用して L 型のサポートアングルなどを取り付けて、機器全体の質量を平均的に支えるよう

にしてください。 

・・・・ゴムゴムゴムゴム足足足足つきのつきのつきのつきの製品製品製品製品のののの場合場合場合場合    

    

指指指指    示示示示 

ゴム足を取り外した後にネジだけをネジ穴に挿入することは絶対にお止めください。内部の電気回路や部品に接触し故障の

原因になります。再度ゴム足を取り付ける場合は付属のゴム足、付属のネジ以外は使用しないでください。 
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1111    概要概要概要概要    
 

MMV-402 は 4 入力 2 出力の NTSC ビデオマトリクススイッチャです。 

制御方法はフロントパネルキーによる手動操作と、RS232C、RS422、LAN を使用した制御コマンドによる

通信リモート操作、パラレルインターフェースによる接点リモート操作が可能です。 

プリセットメモリ機能により入出力チャンネルの状態を最大 4 メモリ登録/呼び出しすることができま

す。 

マスターシンクを入力することにより、マスターシンクのブランキングに同期した切換ができます 

別売のリモートコントローラ（SWC シリーズ）での遠隔操作が可能です。 

 

2222    フロントパネルフロントパネルフロントパネルフロントパネルのののの説明説明説明説明    
                                                    ②            ④       ⑦ 

 

 
     ①                                               ③            ⑤   ⑥  ⑧ ⑨ 

① 電源スイッチ（POWER） 

 

② 出力チャンネル 1選択（OUT1 INPUT OFF～4） 

OFF 及び 1～4の入力チャンネルを選択します。又、プリセットメモリ登録／呼び出し時のプリセットメ

モリ番号を選択します。 

 

③ 出力チャンネル 2選択（OUT2 INPUT OFF～4） 

  OFF 及び 1～4の入力チャンネルを選択します。 

 

④  出力チャンネル 1音声レベル設定（OUT1 SOUND LEVEL DOWN/UP） 

    出力チャンネル 1の音声レベルを UP/DOWN キーで設定します。 

 

⑤  出力チャンネル 2音声レベル設定（OUT2 SOUND LEVEL DOWN/UP） 

    出力チャンネル 2の音声レベルを UP/DOWN キーで設定します。 

 

⑥ モード中止（ESC） 

  プリセットメモリ登録/呼出実行中のキー操作を中止します。 

 

⑦ プリセットメモリ呼出（MEMORY RECALL） 

  プリセットメモリを呼び出して実行します、RECALL スイッチを押した後プリセットメモリ番号を 

    OUT1 の INPUT1～4 で選択します。 

 

⑧ プリセットメモリ登録（STORE） 

  現在の状態をプリセットメモリに登録します、STORE スイッチを押した後プリセットメモリ番号を 

 OUT1 の INPUT1～4 で選択します。 

 

⑨ キーロック（KEYLOCK） 

  フロントパネルのキー操作を無効にします。 

約 2秒間押し続けることによりキー操作無効/有効を選択します。 
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3333    リアパネルリアパネルリアパネルリアパネルのののの説明説明説明説明    
    ①           ⑥                

 

 
  ②   ③   ④  ⑤       ⑦     ⑧    ⑨     ⑩     ⑪   ⑫ 

 

① パラレル入力/タリ－出力コネクタ（PARALLEL/TALLY） 

  パラレル入力/タリー出力による外部制御を行う場合に使用します。 

 

② LAN コネクタ（LAN） 

  通信コマンドによる外部制御を行う場合に使用します。 

 

③ RS-232C コネクタ（RS-232C） 

  通信コマンドによる外部制御を行う場合に使用します。 

 

④ RS-422 コネクタ（RS-422） 

  通信コマンドによる外部制御を行う場合に使用します。 

 

⑤ ディップスイッチ（DIPSW） 

    各設定をします。 

 

⑥ マスターシンク入力/スルー出力コネクタ（MASTERSYNC IN、OUT） 

  マスターシンクに同期して入出力を切り換える場合に使用します。 

 

⑦ ビデオ信号入力コネクタ（VIDEO IN 1～4） 

    入力されたビデオ信号は下段コネクタにスルー出力されています。 

 

⑧ ビデオ信号出力コネクタ（VIDEO OUT 1、2） 

    出力チャンネル 1、2ともに 2 分配されています。 

 

⑨ 音声信号入力コネクタ（AUDIO INPUT 1～4） 

    上下のコネクタがペア（L、R）になります。 

 

⑩ 音声信号出力コネクタ（AUDIO OUTPUT 1、2） 

    出力チャンネル 1、2ともに 2 分配されています。上下のコネクタがペア（L、R）になります。 

 

⑪ フレームグランド（FG） 

 

⑫ 電源コネクタ 
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4444    操作方法操作方法操作方法操作方法    
 

4444----1111    入力入力入力入力チャンネルチャンネルチャンネルチャンネルのののの選択操作選択操作選択操作選択操作    

     

出力チャンネルにどの入力チャンネルを選択するか設定します。 

 

 

                                                          出力チャンネル１選択キー 

                                       出力チャンネル２選択キー 

 

         出力チャンネル１、２それぞれに対して入力チャンネルを上記のキーから選択してください。 

         選択されたキーはＬＥＤが点灯します。 

 

   ※ 電源投入時は全ての出力チャンネルはＯＦＦ（無信号）になっています。 

 

 

4444----2222    音声音声音声音声レベルレベルレベルレベルのののの操作操作操作操作    

 

現在出力されている音声のレベルを各出力チャンネルごとに設定します。 

 

                                       出力チャンネル１音声レベル設定キー 

 

                    出力チャンネル２音声レベル設定キー 

 

  出力チャンネル１、２それぞれに対して音声レベルをＵＰ／ＤＯＷＮキーで設定してください。 
    設定範囲は＋４(最大)～－２５(ミュート) 

    音声レベルは各出力チャンネルと各入力チャンネルの組み合わせごとに８通りに設定されます。 

 

         AUDIO INPUT 1 LR                 +4                

         AUDIO INPUT 2 LR                 +0                

         AUDIO INPUT 3 LR                 -12                    AUDIO OUTPUT 1 LR 

         AUDIO INPUT 4 LR                 +3                 

                                     レベル設定値 

         AUDIO INPUT 1 LR                 -23               

         AUDIO INPUT 2 LR                 -14               

         AUDIO INPUT 3 LR                 +2                     AUDIO OUTPUT 2 LR 

         AUDIO INPUT 4 LR                 +1                
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4444----3333    プリセットメモリプリセットメモリプリセットメモリプリセットメモリのののの登録操作登録操作登録操作登録操作    

 

  現在設定されているチャンネル状態と音声レベルを指定したプリセットメモリ番号に登録します。 

 

          プリセットメモリ登録キー 

 

         プリセットメモリ登録キーを押してください。 

 

 

 

                   プリセットメモリ番号選択キー１～４ 

 

         プリセットメモリ番号選択キーで登録する番号を選択してください。 

         最後にＥＳＣキーを押してプリセットメモリ登録操作を終了してください。 

 

 

 

4444----4444    プリセットメモリプリセットメモリプリセットメモリプリセットメモリのののの呼呼呼呼びびびび出出出出しししし操作操作操作操作    

 

    登録されているプリセットメモリを呼び出し、チャンネル状態と音声レベルを設定します。 

 

          プリセットメモリ呼出キー 

 

         プリセットメモリ呼出キーを押してください。 

 

 

 

                   プリセットメモリ番号選択キー１～４ 

 

         プリセットメモリ番号選択キーで呼び出す番号を選択してください。 

         最後にＥＳＣキーを押してプリセットメモリ呼び出し操作を終了してください。
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4444----5555    キーロックキーロックキーロックキーロック    

 

    フロントパネルキーを無効（操作不能）状態にします。 

 

 

          キーロックキー 

 

         キーロックキーを約２秒間押し続けてください。 

         キーロックを解除する場合も約 2秒間押し続けてください。 

         キーロックキーのＬＥＤが点灯している時がキーロック（操作不能）状態です。 

 

 

 

4444----6666    工場出荷時工場出荷時工場出荷時工場出荷時のののの設定設定設定設定にににに戻戻戻戻すすすす    

 

    プリセットメモリの内容、ＩＰアドレスを初期化（出荷時の設定）します。 

 

                 初期化キー 

 

ＥＳＣキーを押しながら電源を投入してください、ブザーが２度鳴るまでＥＳＣキーは押し続けてください。 

出荷時はプリセットメモリには何も登録されていません、ＩＰアドレスは 192.168.1.199 に設定されます。 
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5555    通信制御通信制御通信制御通信制御コマンドコマンドコマンドコマンド    
 

5555----1111    通信通信通信通信フォーマットフォーマットフォーマットフォーマット    

 

RS-232C 通信フォーマット 

ボーレート 9600bps 

データビット長 8 ビット 

ストップビット長 1 ビット 

パリティチェック なし 

Ｘパラメータ 無効 

デリミタ CR+LF（HEX コードの 0Dh と 0Ah） 

通信方式 全二重 

 

RS-422 通信フォーマット 

ボーレート 19200bps 

データビット長 8 ビット 

ストップビット長 1 ビット 

パリティチェック なし 

Ｘパラメータ 無効 

デリミタ CR+LF（HEX コードの 0Dh と 0Ah） 

通信方式 全二重 

 

LAN 通信フォーマット 

物理レイヤ 10Base-T（IEEE802.3） 

データリンクレイヤ CSMA/CD（IEEE802.3） 

ネットワークレイヤー IP、ICMP、ARP（TCP/IP プロトコル） 

トランスポートレイヤ TCP（TCP/IP プロトコル） 

使用ポート 1100（通信制御コマンド）、80（HTTP） 

出荷時の IP アドレス 192.168.1.199  

 

※発信元ＩＰアドレスをそのまま宛先ＩＰアドレスとして使用するので、サブネットマスクは必要ありません。 
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5555----2222    コネクタコネクタコネクタコネクタ、、、、ケーブルケーブルケーブルケーブル仕様仕様仕様仕様    

 

[[[[ＲＳ－ＲＳ－ＲＳ－ＲＳ－２３２２３２２３２２３２ＣＣＣＣ]]]]    

        マトリクススイッチャ側               コンピュータ側 

ピン番号 信号名  ピン番号 信号名 

1 NC  1 NC 

2 RD（受信データ）  3 TD 

3 TD（送信データ）  2 RD 

4 NC  4 DTR 

5 GND（グランド）  5 GND 

6 NC  6 DSR 

7 RTS（送信要求）  8 CTS 

8 CTS（送信可）  7 RTS 

9 NC  9 NC 

     ※ ＲＳ－２３２Ｃクロスケーブルを使用してください。 

 

[[[[    ＬＡＮＬＡＮＬＡＮＬＡＮ ] ] ] ]    

ケーブル カテゴリ 5 UTP、EIA/TIA568B 

コネクタ RJ-45 

 

 [ [ [ [ ＲＳ－ＲＳ－ＲＳ－ＲＳ－４２２４２２４２２４２２    ]]]]    

      マトリクススイッチャ側 

ピン番号 信号名 

1 GND（グランド） 

2 TX-（送信データ－） 

3 RX+（受信データ＋） 

4 GND（グランド） 

5 NC 

6 GND（グランド） 

7 TX+（送信データ＋） 

8 RX-（受信データ－） 

9 GND（グランド） 
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5555----3333    制御制御制御制御コマンドフォーマットコマンドフォーマットコマンドフォーマットコマンドフォーマット    

 

【基本フォーマット コマンド＋パラメータの場合】 

@コマンド ， パラメータ 1 ， パラメータ 2 ， ・・・・・・・・・・ ， パラメータ x デリミタ 

 

【基本フォーマット コマンドだけの場合】 

@コマンド デリミタ 

 

・コマンドは@+アスキー文字 3バイトで表します。 

   例）@IOS 

 

・パラメータはコマンドの後から‘，’（2Ch）で区切って送信します。 

   例）コマンド，1，5，2，6 

 

・デリミタは CR+LF（0Dh 0Ah）を使用します。 

   例） コマンド，パラメータ 1，パラメータ 2，パラメータ 3，パラメータ 4 0Dh 0Ah 

 

・パラメータがない場合は、コマンドのすぐあとに CR+LF を送信します。 

   例） コマンド 0Dh 0Ah 
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【返り値】 

・マトリクススイッチャからのデータ送信を要求しないコマンドの場合、返り値として送信したコマンドが

返ってきます。 

   例）コマンド，パラメータ 0Dh 0Ah  

コマンド送信 

                              コマンド，パラメータ 0Dh 0Ah 

                                         返り値受信 

 

・マトリクススイッチャからのデータ送信を要求するコマンドの場合、返り値として送信したコマンドの後

にマトリクススイッチャのデータが追加されて返ってきます。 

   例）コマンド，パラメータ 0Dh 0Ah  

コマンド送信 

                              コマンド，パラメータ,データ 0Dh 0Ah 

                                        返り値受信 

 

・コマンド又はパラメータにエラーがある場合、返り値としてエラーステータスが返ってきます。 

   例）コマンド，パラメータ 0Dh 0Ah  

コマンド送信 

                              エラーコマンド，エラー番号 0Dh 0Ah 

                                         返り値受信 

 

【エラーステータス フォーマット】 

@エラーコマンド ， エラー番号 デリミタ 
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5555----4444    コマンドコマンドコマンドコマンド制御制御制御制御プロセスプロセスプロセスプロセス    

    

5555----4444----1.1.1.1.基本制御基本制御基本制御基本制御プロセスプロセスプロセスプロセス    

 

制御プロセスは制御端末からの「コマンド送信」に始まり、スイッチャの「戻り値」の送信で終了します。

正常に制御が終了した場合は、スイッチャは「送信コマンド」と「パラメータ（必要な場合）」を制御端末へ

送信します。エラーが発生した場合はエラーコマンドを返します。コマンドの詳細はをご覧ください。 

ただし、ケーブルの断線、ネットワーク設定ミスにより、通信が切断されている場合は、エラーコマンドは

返りません。 

 

    

[[[[    図図図図 1111    ] ] ] ] 基基基基本制御本制御本制御本制御プロセスプロセスプロセスプロセス    
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5555----4444----2.2.2.2.エラープロセスエラープロセスエラープロセスエラープロセス    

 

通信制御で失敗する原因は下記の３通りが考えられます。 

 

 原因１ ： 制御端末が送信するコマンドの誤り 

  → 対策 ： 制御端末の設定をご確認ください。 

 

[[[[    図図図図 2.12.12.12.1    ] ] ] ] コマンドエラーコマンドエラーコマンドエラーコマンドエラー    

 

 

 原因２ ： ノイズ等の偶発的な通信障害により、制御コマンドが化ける 

  → 対策 ： 制御端末により、リトライを行ってください。 

 

[[[[    図図図図 2.22.22.22.2    ] ] ] ] 偶発的偶発的偶発的偶発的なななな通信通信通信通信エラーエラーエラーエラー    

 

 

 原因３ ： 断線・接続ミス等により、制御コマンドがスイッチャまで届いていない 

  → 対策 ： ケーブルの接続（クロス、ストレート）、ネットワークの設定をご確認ください。 

 

[[[[    図図図図 2.32.32.32.3    ] ] ] ] 連続的連続的連続的連続的なななな通信通信通信通信エラーエラーエラーエラー    
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5555----5555    コマンドコマンドコマンドコマンド一覧一覧一覧一覧    

    チャンネル設定コマンド 

コマンド 機能 

@IOS 入力チャンネル・出力チャンネルを選択します 

@SAO 1 つの入力チャンネルを全ての出力チャンネルに選択します 

@SSC 入力チャンネル・出力チャンネルをストレート（1：1）にします 

 

    現在のクロスポイントの状態の取得コマンド 

コマンド 機能 

@GCP 現在のクロスポイントの状態を取得します 

 

 

プリセットメモリコマンド 

コマンド 機能 

@SPM 現在のクロスポイントの状態をプリセットメモリに登録します 

@RPM 登録されているプリセットメモリを呼び出します 

 

製品情報コマンド 

コマンド 機能 

@GIV 接続されている製品 ID とバージョンを取得します 

 

IP アドレス取得・登録コマンド 

コマンド 機能 

@SIP IP アドレスを登録します 

@GIP IP アドレスを取得します 

 

MAC アドレス取得コマンド 

コマンド 機能 

@GMA MAC アドレスを取得します 

 

音声レベルの設定、取得コマンド 

コマンド 機能 

@SSL 音声レベルを設定します。 

@GSL 音声レベルを取得します。 

 

エラー一覧 

エラーステータス 内容 

@ERR,1 パラメータにエラーがあります 

@ERR,2 未定義のコマンドです 

 

    ※ 上記のコマンドとエラーは、RS-232C、RS-422、LAN それぞれの通信方式で共通です。 
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5555----6666    コマンドコマンドコマンドコマンド詳細詳細詳細詳細    

 

コマンド @IOS@IOS@IOS@IOS ( ( ( (INPUT/OUTPUT SELECTINPUT/OUTPUT SELECTINPUT/OUTPUT SELECTINPUT/OUTPUT SELECT))))    

機能 入力チャンネル・出力チャンネルを選択します 

 

・１ポイントを選択する場合 

フォーマット         アスキーコード      説明 

@ 

I 

O 

S 

40h 

49h 

4Fh 

53h 

コマンド 

, 2Ch 区切り 

1～4 31h～34h 入力チャンネル番号 

, 2Ch 区切り 

1～2 31h～32h 出力チャンネル番号 

CR 

LF 

0Dh 

0Ah 

デリミタ 

 

・複数ポイントを選択する場合 

フォーマット         アスキーコード  説明 

@ 

I 

O 

S 

40h 

49h 

4Fh 

53h 

コマンド 

, 2Ch 区切り 

1～4 31h～34h 入力チャンネル番号 

, 2Ch 区切り 

1～2 31h～32h 出力チャンネル番号 

, 0Dh 

0Ah 

区切り 

1～4 31h～34h 入力チャンネル番号 

, 2Ch 区切り 

1～2 31h～32h 出力チャンネル番号 

CR 

LF 

0Dh 

0Ah 

デリミタ 

 

※入力チャンネル番号は１～４（アスキーコード）、出力チャンネル番号は 1～2（アスキーコード）で指定

してください。 
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・出力チャンネルをＯＦＦにする場合 

フォーマット         アスキーコード      説明 

@ 

I 

O 

S 

40h 

49h 

4Fh 

53h 

コマンド 

， 2Ch 区切り 

0 30h 入力チャンネル番号 

， 2Ch 区切り 

1～2 31h～32h 出力チャンネル番号 

CR 

LF 

0Dh 

0Ah 

デリミタ 

 

※ 入力チャンネル番号に 0（アスキーコード）を指定すると入力なし（ＯＦＦ）となります。 

 

・返り値 

  コマンド、パラメータにエラーがない場合は、送信したコードがそのまま返り値として返されます。 

  エラーがある場合は、エラーステータスが返されます。
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コマンド @SPM (Store Preset Memory)@SPM (Store Preset Memory)@SPM (Store Preset Memory)@SPM (Store Preset Memory)    

機能 現在のチャンネル選択状態と音声レベルをプリセットメモリに登録します 

 

フォーマット         アスキーコード      説明 

@ 

S 

P 

M 

40h 

53h 

50h 

4Dh 

コマンド 

, 2Ch 区切り 

1～4 31h～34h 登録するプリセットメモリ番号 

CR 

LF 

0Dh 

0Ah 

デリミタ 

 

※ 登録するプリセットメモリ番号は１～４（アスキーコード）で指定してください。 

※ プリセットメモリに登録できる数は入力チャンネル数と同じでそれ以上は登録できません。 

※  最大プリセットメモリ登録数 ４ 

 

・返り値 

  コマンド、パラメータにエラーがない場合は、送信したコードがそのまま返り値として返されます。 

  エラーがある場合は、エラーステータスが返されます。 

 

 

コマンド @RPM (Reca@RPM (Reca@RPM (Reca@RPM (Recall Preset Memory)ll Preset Memory)ll Preset Memory)ll Preset Memory)    

機能 登録されているプリセットメモリを呼び出します 

 

フォーマット         アスキーコード      説明 

@ 

R 

P 

M 

40h 

52h 

50h 

4Dh 

コマンド 

, 2Ch 区切り 

1～4 31h～34h 呼び出すプリセットメモリ番号 

CR 

LF 

0Dh 

0Ah 

デリミタ 

 

※ 登録するプリセットメモリ番号は１～４（アスキーコード）で指定してください。 

※ 最大プリセットメモリ登録数 ４ 

 

・返り値 

  コマンド、パラメータにエラーがない場合は、送信したコードがそのまま返り値として返されます。 

  エラーがある場合は、エラーステータスが返されます。 
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コマンド @GCP (Get@GCP (Get@GCP (Get@GCP (Get    CrossCrossCrossCross    Point)Point)Point)Point)    

機能 現在のクロスポイントの状態（チャンネル選択状態）を取得します（データ送信要求） 

 

フォーマット         アスキーコード  説明 

@ 

G 

C 

P 

40h 

47h 

43h 

50h 

コマンド 

CR 

LF 

0Dh 

0Ah 

デリミタ 

 

・返り値 

フォーマット         アスキーコード  説明 

@ 

G 

C 

P 

40h 

47h 

43h 

50h 

コマンド 

, 2Ch 区切り 

0～4 30h～34h 出力チャンネル１に選択されている入力チャンネル番号 

, 2Ch 区切り 

0～4 30h～34h 出力チャンネル２に選択されている入力チャンネル番号 

CR 

LF 

0Dh 

0Ah 

デリミタ 

 

※ 入力チャンネル番号は０～４（アスキーコード）で表されます、０はＯＦＦを表します。 

 

  エラーがある場合は、エラーステータスが返されます。
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コマンド @GIV (Get ID@GIV (Get ID@GIV (Get ID@GIV (Get ID    &&&&    Version)Version)Version)Version)    

機能 接続されている製品ＩＤとバージョンを取得します（データ送信要求） 

 

 

フォーマット         アスキーコード  説明 

@ 

G 

I 

V 

40h 

47h 

49h 

56h 

コマンド 

CR 

LF 

0Dh 

0Ah 

デリミタ 

 

・返り値 

フォーマット         アスキーコード  説明 

@ 

G 

I 

V 

40h 

47h 

49h 

56h 

コマンド 

, 2Ch 区切り 

M 

M 

V 

- 

0 

4 

0 

2 

4Dh 

4Dh 

56h 

2Dh 

30h 

34h 

30h 

32h 

製品ＩＤ 

, 2Ch 区切り 

1 

. 

0 

0 

31h 

2Eh 

30h 

30h 

バージョン 

CR 

LF 

0Dh 

0Ah 

デリミタ 

 

※ 返り値のバージョンは更新されることがあります。 

 

  エラーがある場合は、エラーステータスが返されます。
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コマンド @SIP (Set IP Address)@SIP (Set IP Address)@SIP (Set IP Address)@SIP (Set IP Address)    

機能 ＩＰアドレスを登録します 

 

フォーマット           アスキーコード    説明 

@ 

S 

I 

P 

40h 

53h 

49h 

50h 

コマンド 

, 2Ch 区切り 

0～255 30h～32h35h35h 登録するＩＰアドレス １桁目 

, 2Ch 区切り 

0～255 30h～32h35h35h 登録するＩＰアドレス ２桁目 

, 2Ch 区切り 

0～255 30h～32h35h35h 登録するＩＰアドレス ３桁目 

, 2Ch 区切り 

0～255 30h～32h35h35h 登録するＩＰアドレス ４桁目 

CR 

LF 

0Dh 

0Ah 

デリミタ 

 

※ 登録したＩＰアドレスは本体の電源再投入後から有効となります。 

 

  ＩＰアドレス 255.255.255.255 

          

・返り値 

  コマンド、パラメータにエラーがない場合は、送信したコードがそのまま返り値として返されます。 

  エラーがある場合は、エラーステータスが返されます。 
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コマンド @GIP (Get IP Address)@GIP (Get IP Address)@GIP (Get IP Address)@GIP (Get IP Address)    

機能 ＩＰアドレスを取得します（データ送信要求） 

 

フォーマット         アスキーコード  説明 

@ 

G 

I 

P 

40h 

47h 

49h 

50h 

コマンド 

CR 

LF 

0Dh 

0Ah 

デリミタ 

 

・返り値 

フォーマット           アスキーコード    説明 

@ 

G 

I 

P 

40h 

47h 

49h 

50h 

コマンド 

, 2Ch 区切り 

0～255 30h～32h35h35h ＩＰアドレス １桁目 

, 2Ch 区切り 

0～255 30h～32h35h35h ＩＰアドレス ２桁目 

, 2Ch 区切り 

0～255 30h～32h35h35h ＩＰアドレス ３桁目 

, 2Ch 区切り 

0～255 30h～32h35h35h ＩＰアドレス ４桁目 

CR 

LF 

0Dh 

0Ah 

デリミタ 

 

   ＩＰアドレス 255.255.255.255 

 

    エラーがある場合は、エラーステータスが返されます。 
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コマンド @GMA(Get MAC Adress@GMA(Get MAC Adress@GMA(Get MAC Adress@GMA(Get MAC Adress))))    

機能 ＭＡＣアドレスを取得します（データ送信要求） 

 

フォーマット         アスキーコード     説明 

@ 

G 

M 

A 

40h 

47h 

4Dh 

41h 

コマンド 

CR 

LF 

0Dh 

0Ah 

デリミタ 

 

・返り値 

フォーマット         アスキーコード     説明 

@ 

G 

M 

A 

40h 

47h 

4Dh 

41h 

コマンド 

, 2Ch 区切り 

0～255 30h～32h35h35h MAC アドレス １桁目 

, 2Ch 区切り 

0～255 30h～32h35h35h ＭＡＣアドレス ２桁目 

, 2Ch 区切り 

0～255 30h～32h35h35h ＭＡＣアドレス ３桁目 

, 2Ch 区切り 

0～255 30h～32h35h35h ＭＡＣアドレス ４桁目 

, 2Ch 区切り 

0～255 30h～32h35h35h ＭＡＣアドレス ５桁目 

, 2Ch 区切り 

0～255 30h～32h35h35h ＭＡＣアドレス ６桁目 

CR 

LF 

0Dh 

0Ah 

デリミタ 

 

ＭＡＣアドレス 255.255.255.255.255.255 

 

※ 返り値は 10 進数で表示されます。16 進数への変換は、付属のアスキーコード対応表をご覧ください。 

 

   エラーがある場合は、エラーステータスが返されます。 
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コマンド @SSL (Set@SSL (Set@SSL (Set@SSL (Set    SoundSoundSoundSound    Level)Level)Level)Level)    

機能 音声レベルを設定します 

 

フォーマット         アスキーコード  説明 

@ 

S 

S 

L 

40h 

53h 

53h 

4Ch 

コマンド 

, 2Ch 区切り 

0～4 30h～34h 入力チャンネル番号 

, 2Ch 区切り 

1～2 31h～32h 出力チャンネル番号 

, 2Ch 区切り 

0～60 30h～36h30h 音声レベル 

CR 

LF 

0Dh 

0Ah 

デリミタ 

 

※ 出力チャンネルに対する各入力チャンネルごとに音声レベルを設定することができます。 

入力チャンネル番号は０～４（アスキーコード）、出力チャンネル番号は１～２（アスキーコード）で指定し

てください。 

入力チャンネル番号に０（アスキーコード）を指定すると全ての入力チャンネルに同じレベルを設定できま

す。 

  音声レベルは０～６０（アスキーコード）で指定してください。 

  音声レベルは０で最大値、６０で最小値（ミュート）になります。 

 

・返り値 

  コマンド、パラメータにエラーがない場合は、送信したコードがそのまま返り値として返されます。 

  エラーがある場合は、エラーステータスが返されます。 
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コマンド @GSL (Get Sound L@GSL (Get Sound L@GSL (Get Sound L@GSL (Get Sound Level)evel)evel)evel) 

機能 音声レベルを取得します（データ送信要求） 

 

フォーマット         アスキーコード  説明 

@ 

G 

S 

L 

40h 

47h 

53h 

4Ch 

コマンド 

, 2Ch 区切り 

1～2 31h～32h 出力チャンネル番号 

CR 

LF 

0Dh 

0Ah 

デリミタ 

 

※ 出力チャンネル番号は１～２（アスキーコード）で指定してください。 

 

フォーマット          コード     説明 

@ 

G 

S 

L 

40h 

47h 

53h 

4Ch 

コマンド 

, 2Ch 区切り 

0～60 30h～36h30h 入力チャンネル１の音声レベル 

, 2Ch 区切り 

0～60 30h～36h30h 入力チャンネル２の音声レベル 

, 2Ch 区切り 

0～60 30h～36h30h 入力チャンネル３の音声レベル 

, 2Ch 区切り 

0～60 30h～36h30h 入力チャンネル４の音声レベル 

CR 

LF 

0Dh 

0Ah 

デリミタ 

 

※ 音声レベルは０～６０（アスキーコード）で表されます。 

   音声レベルは０で最大値、６０で最小値（ミュート）になります。 

 

  エラーがある場合は、エラーステータスが返されます。
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5555----7777    ＷＥＢＷＥＢＷＥＢＷＥＢブラウザブラウザブラウザブラウザからのからのからのからの制御制御制御制御    

 

マトリクススイッチャを LAN 接続することにより、Microsoft Internet Explorer 等のＷＥＢブラ

ウザからマトリクススイッチャの操作パネルを遠隔操作することができます。 

ＬＡＮ接続されているＰＣでＷＥＢブラウザを起動し、マトリクススイッチャに設定されているＩ

Ｐアドレスを指定してください。 

ＩＰアドレスは出荷時 192.168.1.199 に設定されています。 

ＩＰアドレスは通信コマンド@SIP（Set IP Address）で変更することができます。 
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5555----8888    ＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥＲＥＭＯＴＥ    ＣＯＮＴＲＯＬＣＯＮＴＲＯＬＣＯＮＴＲＯＬＣＯＮＴＲＯＬ    ＰＡＮＥＬＰＡＮＥＬＰＡＮＥＬＰＡＮＥＬのののの操作方法操作方法操作方法操作方法    

 

入力入力入力入力チャンネルチャンネルチャンネルチャンネル側側側側からからからから設定設定設定設定するするするする場合場合場合場合 

①（例）入力３を出力１に設定します。 

OUTPUT(1)の INPUT(3)を選択 

 

②（例）入力２を出力 2に、入力１を出力１に設定します。 

OUTPUT(2)の INPUT(2)を選択 

OUTPUT(1)の INPUT(1)を選択 

 

プリセットメモリプリセットメモリプリセットメモリプリセットメモリのののの登録操作方法登録操作方法登録操作方法登録操作方法    

（例）現在、入力４出力１に設定されていた場合それをプリセットメモリ３番に登録（ＳＡＶＥ）

します。 

(3)を選択→｢SAVE｣を選択→これにより 3番に入力４、出力１の設定が登録されます。 

 

プリセットメモリプリセットメモリプリセットメモリプリセットメモリのののの呼呼呼呼びびびび出出出出しししし操作方法操作方法操作方法操作方法    

（例）３番に登録（ＳＡＶＥ）されてあるプリセットメモリを呼び出し（ＬＯＡＤ）ます。 

(3)を選択→｢LOAD｣を選択→これにより３番に登録されていた、入力４、出力１が呼び出され、設

定されます。 

 

実行中実行中実行中実行中のののの操作操作操作操作ををををキャンセルキャンセルキャンセルキャンセル    

[ESC]を選択します。 

 

ボリュームレベルアップボリュームレベルアップボリュームレベルアップボリュームレベルアップのののの設定操作方法設定操作方法設定操作方法設定操作方法    

(例)入力２、出力 1に設定されているボリュームをレベルアップさせたい場合。 

OUTPUT1 の INPUT（2）を選択し→[AUDIO↑]を選択します。 

 

ボリュームレベルダウンボリュームレベルダウンボリュームレベルダウンボリュームレベルダウンのののの設定操作方法設定操作方法設定操作方法設定操作方法    

(例)入力２、出力 1に設定されているボリュームをレベルダウンさせたい場合。 

OUTPUT1 の INPUT（2）を選択し→[AUDIO↓]を選択します。 
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6666    タリタリタリタリ－－－－出力出力出力出力／／／／パラレルパラレルパラレルパラレル入力入力入力入力    
 

6666----1111    コネクタコネクタコネクタコネクタ、、、、端子仕様端子仕様端子仕様端子仕様    

 

    ・マトリクススイッチャ側コネクタ 

       アンフェノール２４ピン（メス） レセプタクル ロックスプリング付き 

    ・ケーブル側コネクタ 

       アンフェノール２４ピン（オス） プラグ ロックスプリング対応 

       推奨コネクタ：ＤＤＫ社 ５７Ｅ－３０２４０ 

 

      ・端子仕様 

ピン番号 信号名 ピン番号 信号名 

1 +5V 13 NC 

2 +5V 14 NC 

3 (タリ－出力) OUT1 – INPUT1 15 (パラレル入力) OUT1 – INPUT1 

4 (タリ－出力) OUT1 – INPUT2 16 (パラレル入力) OUT1 – INPUT2 

5 (タリ－出力) OUT1 – INPUT3 17 (パラレル入力) OUT1 – INPUT3 

6 (タリ－出力) OUT1 – INPUT4 18 (パラレル入力) OUT1 – INPUT4 

7 (タリ－出力) OUT2 – INPUT1 19 (パラレル入力) OUT2 – INPUT1 

8 (タリ－出力) OUT2 – INPUT2 20 (パラレル入力) OUT2 – INPUT2 

9 (タリ－出力) OUT2 – INPUT3 21 (パラレル入力) OUT2 – INPUT3 

10 (タリ－出力) OUT2 – INPUT4 22 (パラレル入力) OUT2 – INPUT4 

11 NC 23 GND 

12 NC 24 GND 

 

 

 

 

 

6666----2222    タリタリタリタリ－－－－出力回路出力回路出力回路出力回路    

 

   【接続例】 

    マトリクススイッチャ                    接続機器 

                                 

                ＋５Ｖ                            ＋５Ｖ 

                                                            

 

  ＳＩＧＮＡＬ ＯＵＴ 

 

 

 

 

          ＧＮＤ                                       ＧＮＤ 

 

 

 注意！）マトリクススイッチャのパラレル出力にある+5V と接続する機器の電源を共通にしないでください。 
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6666----3333    タリタリタリタリ－－－－出力仕様出力仕様出力仕様出力仕様    

 

現在選択されているチャンネル状態を’H’/’L’レベルで出力します。 

選択されているチャンネルの信号が’L’レベルになります、チャンネル OFF の場合は全ての信号(INPUT1  

～INPUT4)が’H’レベルになります。 

 

    出力出力出力出力チャンネルチャンネルチャンネルチャンネル１１１１((((ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ１１１１))))    

ピン番号 信号名 信号レベルの出力状態 

3 (タリ－出力) 

OUT1 – INPUT1 

H 

 

L 

4 (タリ－出力) 

OUT1 – INPUT2 

H 

 

L 

5 (タリ－出力) 

OUT1 – INPUT3 

H 

 

L 

6 (タリ－出力) 

OUT1 – INPUT4 

H 

 

L 

     ↑        ↑        ↑                ↑ 

 全て OFF    1 選択    3 選択            全て OFF 

 

    出力出力出力出力チャンネルチャンネルチャンネルチャンネル２２２２((((ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ２２２２))))    

ピン番号 信号名 信号レベルの状態 

7 (タリ－出力) 

OUT2 – INPUT1 

H 

 

L 

8 (タリ－出力) 

OUT2 – INPUT2 

H 

 

L 

9 (タリ－出力) 

OUT2 – INPUT3 

H 

 

L 

10 (タリ－出力) 

OUT2 – INPUT4 

H 

 

L 

     ↑         ↑        ↑         ↑ 

  1 選択    全て OFF    4 選択     3 選択 
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6666----4444    パラレルパラレルパラレルパラレル入力回路入力回路入力回路入力回路    

 

[[[[    接続例接続例接続例接続例    ]]]]    

    

    マトリクススイッチャ                   接続機器 

                                 

      ＋５Ｖ       ＋５Ｖ    

                                                            

                                             

    ＳＩＧＮＡＬ                                                         スイッチ 

 

 

 

 

          ＧＮＤ                                       ＧＮＤ 

 

 

 

    マトリクススイッチャ                   接続機器 

                                 

      ＋５Ｖ       ＋５Ｖ    

                                                               ＴＴＬ ＳＩＧＮＡＬ 

                                                                  +5V 

    ＳＩＧＮＡＬ                                                            0V 

                                                                   

 

 

 

          ＧＮＤ                                       ＧＮＤ 

 

 

 注意！）マトリクススイッチャのパラレル出力にある+5V と接続する機器の電源を共通にしないでください。 
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6666----5555    パラレルパラレルパラレルパラレル入力仕様入力仕様入力仕様入力仕様    

 

   選択するチャンネルに対応するピンに’L’レベルパルスを入力するとチャンネルが切り換わります。 

 

    出力出力出力出力チャンネルチャンネルチャンネルチャンネル１１１１((((ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ１１１１))))    

ピン番号 信号名 信号レベルの状態 

15 (パラレル入力) 

OUT1 – INPUT1 

H 

 

L 

16 (パラレル入力) 

OUT1 – INPUT2 

H 

 

L 

17 (パラレル入力) 

OUT1 – INPUT3 

H 

 

L 

18 (パラレル入力) 

OUT1 – INPUT4 

H 

 

L 

             ↑                     ↑ 

          1 選択                  3 選択 

 

    出力出力出力出力チャンネルチャンネルチャンネルチャンネル２２２２((((ＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴＯＵＴＰＵＴ２２２２))))    

ピン番号 信号名 信号レベルの状態 

19 (パラレル入力) 

OUT2 – INPUT1 

H 

 

L 

20 (パラレル入力) 

OUT2 – INPUT2 

H 

 

L 

21 (パラレル入力) 

OUT2 – INPUT3 

H 

 

L 

22 (パラレル入力) 

OUT2 – INPUT4 

H 

 

L 

                        ↑                    ↑  

                     1 選択                 4 選択 

 

   ※ ピン１５～２２に’L’レベルパルスを入力する場合、２つ以上のピンに同時に’L’レベルパルスを

入力しないでください、必ずどれか１つのピンに’L’レベルパルスを入力してください。 

     15                                               15 

                                      NG                                                     OK 

     16                                               16 

   ※ ’L’レベルパルスの’L’期間は 1ms 以上としてください。 

 

                        ←    1ms 以上  →     
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7777    ディップスイッチディップスイッチディップスイッチディップスイッチ    
 

 OFF ON 

1 未使用 未使用 

2 標準通信コマンドモード オプション通信コマンドモード 

3 ラストメモリ無効 ラストメモリ有効 

4 ブザー音 ON ブザー音 OFF 

  ※ 出荷時は全て OFF になっています。 
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8888    付属付属付属付属    
8888----1111    アスアスアスアスキーコードキーコードキーコードキーコード対応表対応表対応表対応表    

文字文字文字文字 16161616進進進進 10101010進進進進 文字文字文字文字 16161616進進進進 10101010進進進進 文字文字文字文字 16161616進進進進 10101010進進進進 文字文字文字文字 16161616進進進進 10101010進進進進 文字文字文字文字 16161616進進進進 10101010進進進進
<NUL> 0x00 00 4444 0x34 52 hhhh 0x68 104 0x9C 156 ﾐﾐﾐﾐ 0xD0 208
<SOH> 0x01 01 5555 0x35 53 iiii 0x69 105 0x9D 157 ﾑﾑﾑﾑ 0xD1 209
<STX> 0x02 02 6666 0x36 54 jjjj 0x6A 106 0x9E 158 ﾒﾒﾒﾒ 0xD2 210
<ETX> 0x03 03 7777 0x37 55 kkkk 0x6B 107 0x9F 159 ﾓﾓﾓﾓ 0xD3 211
<EOT> 0x04 04 8888 0x38 56 llll 0x6C 108 0xA0 160 ﾔﾔﾔﾔ 0xD4 212
<ENQ> 0x05 05 9999 0x39 57 mmmm 0x6D 109 ｡｡｡｡ 0xA1 161 ﾕﾕﾕﾕ 0xD5 213
<ACK> 0x06 06 :::: 0x3A 58 nnnn 0x6E 110 ｢｢｢｢ 0xA2 162 ﾖﾖﾖﾖ 0xD6 214
<BEL> 0x07 07 ;;;; 0x3B 59 oooo 0x6F 111 ｣｣｣｣ 0xA3 163 ﾗﾗﾗﾗ 0xD7 215
<BS> 0x08 08 <<<< 0x3C 60 pppp 0x70 112 ､､､､ 0xA4 164 ﾘﾘﾘﾘ 0xD8 216
<HT> 0x09 09 ==== 0x3D 61 qqqq 0x71 113 ････ 0xA5 165 ﾙﾙﾙﾙ 0xD9 217
<LF> 0x0A 10 >>>> 0x3E 62 rrrr 0x72 114 ｦｦｦｦ 0xA6 166 ﾚﾚﾚﾚ 0xDA 218
<VT> 0x0B 11 ???? 0x3F 63 ssss 0x73 115 ｧｧｧｧ 0xA7 167 ﾛﾛﾛﾛ 0xDB 219
<FF> 0x0C 12 @@@@ 0x40 64 tttt 0x74 116 ｨｨｨｨ 0xA8 168 ﾜﾜﾜﾜ 0xDC 220
<CR> 0x0D 13 AAAA 0x41 65 uuuu 0x75 117 ｩｩｩｩ 0xA9 169 ﾝﾝﾝﾝ 0xDD 221
<SO> 0x0E 14 BBBB 0x42 66 vvvv 0x76 118 ｪｪｪｪ 0xAA 170 ﾞ゙゙゙ 0xDE 222
<SI> 0x0F 15 CCCC 0x43 67 wwww 0x77 119 ｫｫｫｫ 0xAB 171 ﾟ゚゚゚ 0xDF 223
<DLE> 0x10 16 DDDD 0x44 68 xxxx 0x78 120 ｬｬｬｬ 0xAC 172 0xE0 224
<DC1> 0x11 17 EEEE 0x45 69 yyyy 0x79 121 ｭｭｭｭ 0xAD 173 0xE1 225
<DC2> 0x12 18 FFFF 0x46 70 zzzz 0x7A 122 ｮｮｮｮ 0xAE 174 0xE2 226
<DC3> 0x13 19 GGGG 0x47 71 {{{{ 0x7B 123 ｯｯｯｯ 0xAF 175 0xE3 227
<DC4> 0x14 20 HHHH 0x48 72 |||| 0x7C 124 ｰーーー 0xB0 176 0xE4 228
<NAK> 0x15 21 IIII 0x49 73 }}}} 0x7D 125 ｱｱｱｱ 0xB1 177 0xE5 229
<SYN> 0x16 22 JJJJ 0x4A 74 ~~~~ 0x7E 126 ｲｲｲｲ 0xB2 178 0xE6 230
<ETB> 0x17 23 KKKK 0x4B 75 <DEL> 0x7F 127 ｳｳｳｳ 0xB3 179 0xE7 231
<CAN> 0x18 24 LLLL 0x4C 76 0x80 128 ｴｴｴｴ 0xB4 180 0xE8 232
<EM> 0x19 25 MMMM 0x4D 77 0x81 129 ｵｵｵｵ 0xB5 181 0xE9 233
<SUB> 0x1A 26 NNNN 0x4E 78 0x82 130 ｶｶｶｶ 0xB6 182 0xEA 234
<ESC> 0x1B 27 OOOO 0x4F 79 0x83 131 ｷｷｷｷ 0xB7 183 0xEB 235
<FS> 0x1C 28 PPPP 0x50 80 0x84 132 ｸｸｸｸ 0xB8 184 0xEC 236
<GS> 0x1D 29 QQQQ 0x51 81 0x85 133 ｹｹｹｹ 0xB9 185 0xED 237
<RS> 0x1E 30 RRRR 0x52 82 0x86 134 ｺｺｺｺ 0xBA 186 0xEE 238
<US> 0x1F 31 SSSS 0x53 83 0x87 135 ｻｻｻｻ 0xBB 187 0xEF 239
<SP> 0x20 32 TTTT 0x54 84 0x88 136 ｼｼｼｼ 0xBC 188 0xF0 240
!!!! 0x21 33 UUUU 0x55 85 0x89 137 ｽｽｽｽ 0xBD 189 0xF1 241
"""" 0x22 34 VVVV 0x56 86 0x8A 138 ｾｾｾｾ 0xBE 190 0xF2 242

#### 0x23 35 WWWW 0x57 87 0x8B 139 ｿｿｿｿ 0xBF 191 0xF3 243
$$$$ 0x24 36 XXXX 0x58 88 0x8C 140 ﾀﾀﾀﾀ 0xC0 192 0xF4 244
%%%% 0x25 37 YYYY 0x59 89 0x8D 141 ﾁﾁﾁﾁ 0xC1 193 0xF5 245
&&&& 0x26 38 ZZZZ 0x5A 90 0x8E 142 ﾂﾂﾂﾂ 0xC2 194 0xF6 246

'''' 0x27 39 [[[[ 0x5B 91 0x8F 143 ﾃﾃﾃﾃ 0xC3 195 0xF7 247
(((( 0x28 40 \\\\ 0x5C 92 0x90 144 ﾄﾄﾄﾄ 0xC4 196 0xF8 248
)))) 0x29 41 ]]]] 0x5D 93 0x91 145 ﾅﾅﾅﾅ 0xC5 197 0xF9 249

**** 0x2A 42 ^̂̂̂ 0x5E 94 0x92 146 ﾆﾆﾆﾆ 0xC6 198 0xFA 250
++++ 0x2B 43 ____ 0x5F 95 0x93 147 ﾇﾇﾇﾇ 0xC7 199 0xFB 251
,,,, 0x2C 44 `̀̀̀ 0x60 96 0x94 148 ﾈﾈﾈﾈ 0xC8 200 0xFC 252
---- 0x2D 45 aaaa 0x61 97 0x95 149 ﾉﾉﾉﾉ 0xC9 201 0xFD 253

.... 0x2E 46 bbbb 0x62 98 0x96 150 ﾊﾊﾊﾊ 0xCA 202 0xFE 254
//// 0x2F 47 cccc 0x63 99 0x97 151 ﾋﾋﾋﾋ 0xCB 203 0xFF 255
0000 0x30 48 dddd 0x64 100 0x98 152 ﾌﾌﾌﾌ 0xCC 204

1111 0x31 49 eeee 0x65 101 0x99 153 ﾍﾍﾍﾍ 0xCD 205
2222 0x32 50 ffff 0x66 102 0x9A 154 ﾎﾎﾎﾎ 0xCE 206
3333 0x33 51 gggg 0x67 103 0x9B 155 ﾏﾏﾏﾏ 0xCF 207  
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文字文字文字文字 16161616進進進進 10101010進進進進
<NUL> 0x00 00
<SOH> 0x01 01
<STX> 0x02 02
<ETX> 0x03 03
<EOT> 0x04 04
<ENQ> 0x05 05
<ACK> 0x06 06
<BEL> 0x07 07
<BS> 0x08 08
<HT> 0x09 09
<LF> 0x0A 10
<VT> 0x0B 11
<FF> 0x0C 12
<CR> 0x0D 13
<SO> 0x0E 14
<SI> 0x0F 15
<DLE> 0x10 16
<DC1> 0x11 17
<DC2> 0x12 18
<DC3> 0x13 19
<DC4> 0x14 20
<NAK> 0x15 21
<SYN> 0x16 22
<ETB> 0x17 23
<CAN> 0x18 24
<EM> 0x19 25
<SUB> 0x1A 26
<ESC> 0x1B 27
<FS> 0x1C 28
<GS> 0x1D 29
<RS> 0x1E 30
<US> 0x1F 31
<SP> 0x20 32
<DEL> 0x7F 127

^@
^A
^B

CTRLCTRLCTRLCTRL

^C

^N
^O

^\

^D

^J

^P
^Q
^R
^S

NULl（ヌル）
Start Of Heading（ヘッダ開始）
Start of TeXt（テキスト開始）
End of TeXt（テキスト終了）
End Of Transmission（転送終了）
ENQuiry（問合せ）
ACKnowledge（肯定応答）
BELl（ベル）
Back Space（後退）
Horizontal Tabulation（水平タブ）
Line Feed（改行）
Vertical Tabulation（垂直タブ）
Form Feed（改ページ）
Carriage Return（復帰）
Shift Out（シフトアウト）
Shift In（シフトイン）
Data Link Escape（伝送制御拡張）
Device Control 1（装置制御1）
Device Control 2（装置制御2）
Device Control 3（装置制御3）
Device Control 4（装置制御4）
Negative AcKnowledge（否定応答）
SYNchronous idle（同期信号）
End of Transmission Block（転送ブロック終了）
CANcel（取消）
End of Medium（媒体終端）
SUBstitute（置換）
ESCape（拡張）
File Separator（ファイル分離）
Group Separator（グループ分離）
Record Separator（レコード分離）
Unit Separator（ユニット分離）
SPaCe（空白）
DELete（削除）

^E
^F
^G
^H
^I

^K
^L
^M

^T
^U
^V
^W

^?

コントロールコードコントロールコードコントロールコードコントロールコード詳細詳細詳細詳細

^]
^^
^_

^X
^Y
^Z
^[
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8888----2222    ハイパーターミナルハイパーターミナルハイパーターミナルハイパーターミナルのののの開開開開きききき方方方方    

 

・ ハイパーターミナルの開き方 

Windows の[スタート]→[プログラム]→［アクセサリ］→[通信]→[ハイパーターミナル]の順に開

きます。  

 

 

8888----3333    ハイパーターミナルハイパーターミナルハイパーターミナルハイパーターミナルのののの設定方法設定方法設定方法設定方法    

 

①ハイパーターミナルを開くと接続の設定画面が表示されますので、名前を入力し、アイコンを選んで、[ＯＫ]

を選択してください。（名前やアイコンに決まりはありません。） 

※下図の名前は、（例）として取扱説明書となっております。 

 
 

 

 

 

②次に接続方法は[ＣＯＭ１]を選択し、[ＯＫ]を選択してください。 
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③ポートの設定が表示されましたら、下図の画面のように設定して、[ＯＫ]を選択します。 

 

 

 

 

 

④下図の画面が表示されましたら、ファイルを選択し、プロパティを開きます。 
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⑤下図のように設定し、[ＡＳＣＩＩ設定]を選択してください。 

 
 

 

 

 

⑥[ＡＳＣＩＩ設定]を開きましたら、下図のように設定してください。 

 

※「行末に改行文字を付ける」とはデリミタのＬＦのことです。 

※[Ｅｎｔｅｒ]キーによりデリミタのＣＲが付加されます。 

 

 

以上でハイパーターミナルの設定は完了です。 
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8888----4444    ＭＡＣＭＡＣＭＡＣＭＡＣアドレスアドレスアドレスアドレスのののの確認方法確認方法確認方法確認方法        

 

① ［スタート画面］→［プログラム］→［アクセサリ］→［コマンドプロンプト］を選択します 

※必ずＭＭＶ－４０２にＬＡＮを接続した状態で行ってください 

 

② コマンドプロンプトを開き、［ping］→［スペース］→［スイッチャの IP アドレス］を入力してくださ

い。 

［Ping］とは、IP 通信ができるかどうかを確認するために使用し、応答があればＩＰレベルで通信

可能だとわかり、指定のＩＰアドレスが存在するかどうかを確認できます。 

（例）ping 192.168.5.42 enter 

 

 

③ IP アドレスを入力しましたら［arp］→［スペース］→［-a］と入力してください。 

arp は、MAC アドレスを導き出すために使用します。-a は、該当するエントリーのみを表示します。 

（例）arp –a enter 
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④ [arp］［–a］を入力することで、ＭＡＣアドレスが確認でき、ＭＡＣアドレス、ＩＰアドレスの相互関係

がわかります。 

 

 

※ 下図はＭＡＣアドレスの切り抜き画面です。 

[Physical Address]の下がＭＡＣアドレスです。（16 進数で表されています。） 

 

 

ＭＡＣアドレス（Physical Address）を 16 進数→10 進数に変換した表です。 

16 進数 00 08 E5 1c 00 00 

10 進数 00 08 229 34 00 00  
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⑤ 次に、ＭＡＣアドレスが合っていることを確認するために、ハイパーターミナルを開き、[@GMA]と入力

します。 

(@GMA はＭＡＣアドレスの取得です。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の操作でＭＡＣアドレスが合っているのかを確認できます。 

(注)@GMA コマンドは 10 進数表示されますので、16 進数に変換して確認してください。 
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9999    製品仕様製品仕様製品仕様製品仕様    
 

ＭＭＶＭＭＶＭＭＶＭＭＶ----４０２４０２４０２４０２    

入力チャンネル数 4 チャンネル(ビデオ信号ループスルー出力付き) 

出力チャンネル数 2 チャンネル(各 2分配) 

マスターシンク入力 1 チャンネル 

スルーアウト出力 1チャンネル 

ビデオクロック帯域 10MHz –1db typ 20MHz –3db typ 

入出力信号 NTSC/PAL ビデオ信号 1Vp-p 75Ω 

音声信号 

入出力コネクタ ビデオ：BNC コネクタ 

音声 ：RCA ピンジャック 

入出力適合ケーブル 高周波信号用同軸ケーブル 

制御方式 RS-232C、RS-422、パラレル入力、タリ－出力、LAN 

電源電圧 AC85～132V、50/60Hz±3Hz 

外形寸法 430（W）x44（H）x250（D）mm（突起物含まず） 

使用温度範囲 0～+40℃ 

使用湿度範囲 20～90％（但し結露なきこと） 

保存温度範囲 -20～+80℃ 

保存湿度範囲 20～90％（但し結露なきこと） 

質量 3.6kg 

消費電力 約 9W 

付属品 RS-232 ケーブル(1.8m)、電源コード、ラック取付金具 

※付属の電源コードは本機専用品です。他の機器にはご使用にならないでください。 
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10101010    故障故障故障故障かなかなかなかな？？？？とととと思思思思うううう前前前前にににに    
 

本機がうまく動作しない時などは、以下の点をご確認の上（株）アイ・ディ・ケイ本社 営業部または 

技術部までご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

故障の連絡をする際には以下の点を事前にテストしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社アイ・ディ・ケイ本社 営業部または技術部 

TEL (046)200-0764    FAX (046)200-0765 

月曜～金曜 AM9:00 ～ PM5:00 

 

・本機および接続されている機器の電源は投入されていますか？  

・ケーブルは正しく接続されていますか？ 

・ケーブルの接触不良はありませんか？ 

・機器に適合した正しいケーブルを使用していますか？ 

・接続している機器同士の信号規格は適合していますか？ 

・表示装置（モニタなど）は正しく設定されていますか？ 

・機器の近くにノイズの原因となるようなものがありませんか？ 

 

 

1. 全てのチャンネルで同じ現象がでますか？                   

                         -はい-   -いいえ-  

    

2. 本機を全く介さずに、純正のケーブルで接続したときは 

正常に動作しますか？                

                         -はい-   -いいえ- 
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11111111    ヒューズヒューズヒューズヒューズについてについてについてについて    
 

本器には 「5×20ｍｍガラス管ヒューズ」 が搭載されています。何らかの原因により、機器の回路ショートや回

路部品の故障が発生したときはヒューズが切れて本器に過大電流が流れることを防ぎます。本器の電源が入ら

ない時、ACインレット内のヒューズが切れていないか確認してください。切れている場合は次の方法でヒューズ

を交換してください。 

 

1．本体の電源スイッチをOFFにして、コンセントからACケーブルを外す 

 

2．ACインレットからACケーブルを取り外します。 

 

3．ACインレットのACケーブル接続部分にある凹部をドライバーの先端等で引き出して 

ヒューズホルダ部分を取り出します。 

 

 

4．予備のヒューズと交換します。 

 

 

5．ヒューズホルダ部分を元通りにセットします。 

 

    

    

    

------------------------------------------------------------------------------------ 

*交換してもヒューズが切れる場合は、故障の可能性がありますので、弊社までご連絡ください。 
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株式会社アイ・ディ・ケイ本社 営業部または技術部 

TEL (046)200-0764    FAX (046)200-0765 

月曜〜金曜 AM9:00 〜 PM5:00 
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